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『
物

類

称

呼

』

の
地

名

表

示

に

つ
い

て

小
野
望

本
稿
は
、
越
谷
吾
山

『
物
類
称
呼
駈
の
僅
言
の
使
用
地
域
と
し
て
示
さ
れ
た

地
名
に
注

目
し
、
哩
言

の
地
域
別

(
地
名

別

)

・
分
野
別
の
偏
り
及
び
地
名
の

表
示
方
法

と
い
う
点

か
ら
、
本
書

の
性
格

の

一
面
を
考
察
す
る
も

の
で
あ
る
。

-
且
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●

¶
1
4

『
物
類
称
呼
』
に
お

い
て
僅
言

の
使

用
地
域
と
し
て
示
さ
れ

て
い
る
地
名
は
、

約
二
百
に
及

ぶ
。
ま
ず

、
こ
れ
に
よ

っ
て
全
国
を
九
地
域
に
分
け
、
語
数

の
比

率
を
示
し
て
お
く
。

(
九
地
域
名
は
現
行

の
も

の
に
よ

る
。
二
以
上

の
地
域
に

わ
た

る
地
名

「
東
国

・
西
国

」
は
そ
の
ま
ま
表
示
す
る
〉

関
東

に
次

い
て
関
西
が
あ
が

る
の
を
除
け

ば
、
他
は
ほ
ぼ
同
等
で
、
必
ず

し
も

「
江
戸

」
に
近

い
順

と
い
う
わ
け
て
は
な

い
。

『
物
類
称
呼

』
の
便
書
採
染
方
法

は
明
記

さ
れ

て
い
な
い
が

、
臨
地
調
査
に

よ
る
も
の
で
は
な
く

、
通
信
や
出
身
者

な
ど
に
よ
る
情
報

・
先
行
文
献

の
記
事

に
よ

っ
た

の
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て

い
る
。
結
局
上
記

の
比
率

は
、
情
報

の
集

ま
り
易
さ

の
現
れ
と

い
う

こ
と
に
な
る

の
だ

ろ
う
が

、
吾
山

の
執
筆

(
採
集

)

の
意
図
も
反
映
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

序
文

に
大
凡
我
朝
六
十
籐
州
の
う
ち
に

て
も
、
山
城
と
近
江

又
美
濃
と
尾
張

、

こ

れ
ら

の
国
を
境

ひ
て
、
西

の
か
た

つ
く

し
の
果

ま
て
人

み
な
直
音

に
し
て

平
聲

お
ほ
し
。
北
は
越
後
信
濃
、
東
に
い
た
り
て
は
常
陸
を
よ

ひ
奥
羽

の

国

々
、
す

へ
て
拗
音
に
し
て
上
声

多
き

は
、
是
風
土
水
気
の
し
か
ら
し
む

る
な
れ

は
、
あ
な
か
ち
に
褒
疑
す

べ
き
に
も
非
す
。
畿
内
に
も
俗
語
あ
れ

ば

、
東
国

の
邊
国
に
も
雅
書
あ
り
て
是
非
し
が
た
し
。

巻

四

「
梯

」
の
条
に

今
按

に
、
東
海
道
五
三
次

の
内
に
、
桑
名

の
渉

よ
り
言
語
音
聲
格
別

に
改

か
は
る
よ
し
也
。

の
よ
う
な
記
述
が
あ

る
。
内
容

そ
の
も
の
は
目
新
し

い
も
の
で
は
な
い
が

、
吾

山
が
東
西

の
方
言
対
立
を
意
識
し
、
執

華
に
際
し
て
そ
の
対
比
を
あ
る
程
度
意

図
し
て
い
た
可
能
性
を
う
か
が
わ

せ
る
。
①

上
記

の
表
に
見

る
よ
う
に
、
東
西

に
分
け
た
場
合

、
語
数
が
ほ
ぼ
対
等
に
な
る
こ
と
、
②
全
項
日
の
う
ち

二
語
以

上

の
哩
言
を
あ
げ

る
も

の
が
七
割

、
そ

の
八
割
が
東
西
両
地
方

に
わ
た

っ
て
記

述
す
る

こ
と
等
も

、
こ
の
意
図
に
よ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
ま
た

、
東
西

の
境
界
地
帯

の
越
後

・
加
賀

、
信
濃

・
近
江
、
尾
張

・
伊
勢

の
諸
国

の
偲
言
が

比
較
的
多

い
の
も

、
や
は
り
同
様

の
意
識
に
よ
る
採
集

の
結
果

と
考

え
る
こ
と
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が
で
き
る
。

ま
た

、
序
文
に

都
会

の
人
物

は
・:
・却

て
上
古

の
遺

風
を
忘

る
る
に
ひ
と
し
く
、
邊
鄙
の

人
は
:
:
ま

こ
と
に
古

代
の
遺
霞
を

う
し
な
は
ず
。

と
述

べ
て
い
る
よ
う
な
対
比
は

、
例

え
ば

①
九
州

の
比
率
が
関
東

・
関
西
に
次

ぐ
こ
と
、
②
後
に
述

べ
る
よ
う
に
、
国
別

に
見

て

(
遠
隔

の
地
で
あ

る
)
土
佐

・
薩
摩

の
語
が
多
く
採

ら
れ

て
い
る

こ
と
等
と
し
て
現
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

1
み

・

9
臼

次

に
考
察

の
手
順

と
し
て
、
地
名

を
そ

の
表
示
方
法

(
主
と
し

て
範
囲
の
広

さ
と
い
う
面

)
か
ら
、
次

の
四
種
に
分
類

し
て
お
く
。

1
、
数
力
国
を
合
む
大
地
域

に
よ

る
表
示

:
:
全
体

の
約

冗

%

東
国

奥
羽
、
奥
州
、
東
奥

、
陸
奥

、
出

羽

北
国
、
北
睦
道

、
越

路

関
楽
、
坂
東

東
海
道

関
西

、
上
方

、
畿
内

中
国

、
山
陰
道

、
山
陽
道

四
国

九
州
、
九
国
、
筑
紫

西
国

、
西
土
、
西
海

こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
、
東
国

・
西
国
等

、
奥
州
等

・
陸
奥

・
筑
紫
の
範
囲
が
問

題

と
な
る
。

H

国
名
に

よ
る
表
示
:
:
全
体
の
約

嫉

%

上
位

は
次

の
国

々
で
あ
る
。

(
語
数
順
、
全
体

に
占

め
る
割
合
を
%

で
示
す

)

上
総

33

、
土
佐

篇

、
尾
張

玲

、
伊
勢

η

、
加
賀

旧

、
武
蔵

慮

越
後

、
薩
摩

、
遠
江

、
信
濃

貯

、
下
総

6

、
上
野

常
陸

四

、
近
江

、
駿
河

け

、
越
前

轟

Ⅲ

、
江
戸

・
京

都

・
大
阪

:
:
全
体

の
約

篇
%

そ
れ
ぞ
れ
全
体

の

鴨

%

埴

%

爲

%
。

こ
の
三
都

に

つ
い
て
は
、
吾

山
の
本

拠
地
と
し
て
の
江
戸

と
、
そ
れ
に
対
比
さ
れ
る
西

の
都
と
し
て
多

く
採
ら
れ
た

も

の
で
あ
ろ
う
。

W

、
溜
名

、
或
は
よ
り
狭

い
範

囲
の
表
示

:
:
全
体

の
約

W

%

十
語
以
上
あ
げ
ら
れ

て
い
る
も

の
を
語
数
順

に
列
記

す
る
。

仙
台

、
津
軽

、
南
部
、
長
崎

、
唐
津

、
伊
勢
白
子

、
堺
、
佐
賀

こ
れ
ら
の
中
に
は
、

「
仙
台

、
津
軽

、
南
部

」
の
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
は
藩
名

で
範
囲
も
か
な
り
広

い
も

の
、

「
伊
勢
白
子

」
の
よ
う
な
宿
場
町

の
単
位
な
ど

レ
ベ
ル
の
違

い
が
あ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

右

の
四
種
は
重

な
る
こ
と
も
あ

つ
て
、
1

+
W

(
奥
州
津

較
、
奥

の
南
部

)
、

11

+
W

(
越
後
高
田

、
武
州
隅
田
川

〉
、
Ⅲ

+
W

(
江
戸
隅

田
川
、
京
嵐
山

)
、

W

+
W

(
長
崎

丸
山

)
の
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
あ
る
語

に
複
数

の
地
名
が

併

記
さ
れ

る
場
合
各
類
に
わ
た

っ
て
お
り
、
範

囲
の
大
小

に
よ

る
制
約
は
認
め
ら

れ
な

い
。

2

以
下
、
1
に
表
示
し
た
九

つ
の
地
域
毎

に
、
注

目
す

べ
き
点
を
考
察
す
る
。
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2

・
1

[
東
北

]

「
陸
奥

」
に

つ
い
て
。
こ
の
語
に
は

「
陸
奥

・
陸
中

・
陸
前

・
磐
城

・
岩
代

」

の
五
力
国
を
示
す
場
合

・
+
羽
前

の
六
力

国
を
示
す
場
合
と
、
・国
名
と
し
て
の

陸
奥

(
青
森
県

+
岩
手
県

二
戸

)
を
示
す
場

合

と
が
あ
る
.
こ
れ
に

つ
い
て
は
、

①

「
陸
奥

」
を
冠
し

て
南
部

・
仙
台
が

一
例
ず

つ
な
が
ら
あ
る
こ
と
、
②

「
陸

奥
国
」
の
領
域

は
津
軽

・
南
部

の
藩
名

で
相
当
数

の
語
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る

こ

と
、
③
東
北
地
方

で
は
こ
れ
以
外
に
国
名

に
よ
る
表

示
が
な
い
こ
と
の
三
点
か

ら
、
次
の

「
奥
州

」
と
同
じ
く
大
地
域
を

示
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
奥
州

」
の
語

に

つ
い
て
。

こ
の
語
は

も
と
も
と

「
陸
奥
国

」
の
称
で
あ
る
。

①

「
奥
州

・
奥

の
」
と

い
う
大
地
域

を
冠

し
て
、
松
前

・
津
軽

・
南
部

・
三
戸

・
仙
台

・
会
津

・
二
本
松

・
白
河
が

あ
り

、

「
出
羽

・
羽
州

」
を
冠
し
て
秋
田

・
最
上
が
あ
る
こ
と
、
②

「
奥
羽

」
の
称

が
少
な

い
な
が
ら
あ
る

こ
と
の
二
点

は
、
上
記
五
力
国
を

「
奥
州

」
、
羽
前

・
羽
後
を

「
出
羽
」
と
し
て
東
北
地
方

を

二
分
し
て

い
る
こ
と
を
示
す
よ
う
に
見

え
る
。

た
だ
し
、
①

「
東
奥

」
の
言

い
方

が
三
例
な
が
ら
あ
る
こ
と
、
②

「
奥
州
よ

り
越
後
邊

」
と
い
う
併
記

の
例
が
若

干
あ

っ
て
、
こ
れ
は
出
羽
の
地
域
を
も
含

ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
の
二
点

を
考
え
る
と
、

「
奥
州

」
の
語
で
奥

羽
地
方
全
体
を
表
す
場
合
も
あ
る
よ
う
だ

。
従

っ
て
、
東
北
地
方
に

つ
い
て
は
、

一
応

「
奥
州

」

(
束

)
ー
ー

「
出
羽

」

(
西

)
で
表
し
、
よ
り
ゆ
る
や

か
に
、

全
体
を

「
奥
州

」
で
表

し
た
も

の
と
考
え

ら
れ
る
。

東
北
全
体
で
兇
る
と
、
1
が

31

%
、
残
り
が
W
と

い
う

こ
と
に
な
る
。
W

の
ほ
と
ん
ど
が
藩
名
を
表
す
と
思
わ
れ

る
が
、
東
北
で
は

(
「
陛
奥

」
が
I
で

あ
る
と
す
る
と

)
11
が

な
く

、
1

+
W
、
ま
た

は
W
の
み
と

い
う
形

で
表
示
が

行
わ
れ
る
。

(
他
地
域

で
は
ー
が

11
以
下

の
地
名
に
冠
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

ま
た

、
W
が
単
独

で
現

れ
る
場

合
も
少
な

い
。
〉
こ
の
パ
タ
ー

ン
に
に
、
東
北

の
地
名
表
示
の
特
色
が
あ
る
。

2

・
2

[
北
陸

】

越
後

・
加
賀

・
越
前
が
多

く
あ
げ
ら
れ
る
が

、
こ
れ
は
前
述

の
通
り
東
西
対

立
を
意
識
し
た
結
果

と
考
え
ら
れ

る
。

1
と
し

て

「
北
国

・
北
陸
道

・
越
路

」
が
考

え
ら
れ

る
が

、
こ
れ
が
北
陸
全

体
の

10

%

で
、
他

の
地
域
に
比
べ
て
I

の
割
合
が
少
な
い
。

こ
れ
も
地
域
内
に

東
西

の
境
界

を
含
む

こ
と
の
当
然

の
結
果

か
も
し
れ
な

い
。

2

・
3

[
関
東

]

全
国
に
わ
た
り

、
I
n
Ⅲ
W
の
全

て
を
同
列
に
比
較

し
て
上
位

二
十
位
ま

で

の
も

の
を
示
サ
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

江
戸

、
東
国

、
西
国

、
京
都
、
畿
内

、
上
総

、
土
佐

、
尾
張

、
四
国
、

伊
勢

、
関
西

、
中
国

、
加
賀

、
武
蔵

、
越
後

、
薩
摩

、
大
阪
、
遠
江

、

関
東

、
信
濃

お
膝
元
で
あ
り

、
吾
山
の
本
拠

地

で
あ
る

「
江
戸

」
の
語
が
最
も
多
く
あ
げ
ら

れ
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
関
東
地
方
全
体

の

碧

%
を
占
め
て
い
る
。

前
記
の
ご

と
く
、

「
上
総

」
が

国
名

と
し
て
非
常
に
多

い
の
が
目
立

つ
。
特

別

の
情
報
源
を
持

っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
が

、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

I
と
し
て

「
関
東

・
坂
東

」
が
あ

る
が

、
関
東
全

体
の

7

%
に
過
ぎ

な

い
。

こ
れ
は
身
近
な
地
域
と
し
て
の
情
報

の
豊
富
さ

と
い
う

こ
と
に
よ

る
も

の
で
あ

ろ
う
が

、
後

に
述
べ
る

「
東
国

」
が
広
く
東
日
本
を
示
す
も

の
な
が
ら
、
主

と

し
て
関
東
を
中
心
と
し
た
語
を
含
ん
で
い
る
こ
と
と
も
関
係
が
あ
ろ
う
。

「
関
東

」
に

つ
い
て
は
今
の
関
東
よ
り
広
く
東
日
本

一
帯
を
表
す
用
法

も
あ

っ
た
が
、

『
物
類
称
呼

』
に
お

い
て
は
、
あ

る
語
に
複
数
の
地
名
が
併
記
さ
れ

る
場
合

の
組
合
せ
に

「
関
東

+
東
北

・
北
陸

」
の
も
の
が

か
な
り
あ

っ
て
、

「
関
乗

-ー
東
日
本
全
域

」
と

い
う
意
識

で
は
な

い
よ
う
で
あ

る
。
た
だ

し
、

「
関
東

+
東
国

」
、
ま
た

「
関
東

+
中
部

・
東
海

」
の
併
記

例
は
な
い
。

「
下
野
」
国
内

の
W
に

「
佐

野

・
栃
木

・
鹿
沼

・
宇
都
宮

・
日
光

」
が
あ
げ

一48一



ら
れ

て
い
る
が

、
総

て
日
光
道
中

(
又
は

日
光
例
幣
使
道

〉
の
宿
場

で
あ
る
。

2

・
4

[
東
海

・
中
部

]

僧
濃

・
尾
張

で
、

こ
の
地
域

の
半
数
近

く
に
の
ぼ
る
。
前
述

の
ご

と
く

、
序

文
に
も
記
さ
れ
た
東
西
対
立

の
地
域

と
し

て
の
意
味
が
あ
る
の
だ

ろ
う

。
信
濃

の
西
隣

の
飛
騨

・
美
濃
が
少
な

い
の
は
、
中
山
道
か
ら
外
れ
て

い
る

こ
と
に
よ

る
情
報
量

の
少
な
さ
の
た
め
と
思
わ
れ
る
。

(
美
濃
で
唯

一
の
W
で
あ

る

「
加

納

」
は
、
中
山
道

の
宿
場

で
あ
る
。

)
そ
う
だ

と
す
る
と
、
甲
斐
が

少
な

い
の

も
同
じ
理
由

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

1
は
非
常

に
少
な
く
、

「
東
海
道

」
が

僅
か
に
あ
る
だ

け
で
あ
る
。

こ
の
理

由
は
、
中
部
地
方
に

つ
い
て
は
、
も
と
も

と
全
体
数
が
少
な

い
こ
と
、
こ
の
地

域
を
呼

ふ
習
慣
的
な
名
称
が
な
か

っ
た

こ
と
、

「
東
国

」
と
の
関

係
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。
東
海
地
方

に

つ
い
て
は
、
情

報
が
豊
富
だ

っ
た

の
で
は
な

い
か
と

思
わ
れ
る
こ
と
、
北
陸
と
同
様
に
東
西
の
境
界
地
帯

で
あ
る
こ
と
が
考

え
ら
れ

る
。

2

・
5

[
関
西

]

川
京

・
人
阪

で
関
西
全
体
の

30

%
に

の
ぼ
る
。

国
別
に
児
る
と
、

「
伊
勢

」
の
多

い
の
が

日
立

つ
が
、

こ
れ
も
前
述
φ

東
西

対
立
と

の
関
係
が
あ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

「
伊
勢

」
国
内

の
W

と
し

て

「
長
島

・
白
子

・
久
居

・
松
阪

・
山
田

・
鳥
羽

」
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
が
、

山
田
ま

で
は
伊
勢
路

の
宿
場

て
あ
り
、
鳥

羽
は
江
戸

・
大
阪
間
航
路

の
重
要
な

港

で
あ
る
。

1
と
し
て

「
畿
内

・
関
西

・
」
方

」
が

あ
る
。
畿
内
五
力
国
に

つ
い
て
は
、

H
国
名
に
よ
る
も

の
か
少
な
く
、
ま
と
め

て
ー
と

い
う
意
識
の
よ
う

で
あ

る
。

「
関
西

」
に
つ
い
て
は
関
束

と
同
様

、
ム
,
誘
う
の
よ
り
も
広
く
西

日
本

一
帯
を

表

す
川
法
も
あ

っ
た
。

『
物
頬
称
呼
』
に
お
け
る
併
記

の
状
況

を
見

る
と
、

「
関
西

+
近
江

」

一
例
、

「
関
西

+
畿
内

」
二
例
が
あ
り
、
他
に

「
関
西

+
四

国

・
九
州

・
西
国

」
の
組
合

せ
が
あ
る
。

「
+
近
江

」
は
東
山
道

に
属
す
る
東

西
接
境
地
域

で
あ
る
こ
と
、

「
+
畿
内

」
は
そ
の
近
江
と
伊
勢
を
加
え
る
も
の

と
考
え
れ
ば

、
現
在

の
用
法

と
同
じ

で
あ
る
と
考

え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
特

に

「
+
西
国

」
の
例
が
あ
る
こ
と
は
、

こ
れ
を
支
持
す
る
。
た
だ

し
、
中
国
と

の
併
記
例
は
な

い
。

2

・
6

[
中
国

】

11
国
名
に
よ
る
も
の
が
、
中
国
地
方
全
体

の
三
分

の
二
に
の
ぼ
る
が

、
国

の

数
が
多
く

(
十
五
国
中
備
中
を
除
く
十

四
国
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る

〉
、
語
数

は

分
散
し
て

い
る
。
中

で
は
出
雲

・
播
磨

・
備
前
に
偏
り

、
こ
の
三
国
で
中
国
地

方
全
体

の
四
割
弱
に

の
ぼ
る
。

I
と
し
て

『
中
国

・
山
陰
道

・
山
陽
道

」
が
あ
る
が

、

「
中

国

」
が

ほ
と
ん

ど
で
あ

る
。

2

・
7

【
四
国

]

1

「
四
国

」
と
11

「
土
佐

」
で
、
四
国
全
体

の
九
割
弱

に
の
ぼ
る
。

「
土
佐

」

に

つ
い
て
は
、
巻

四

「
湯
鐙

」
の
条

に
、
次
の
記
述
が
見

え
る
。

土
州

の
客

、
予
に
語

て
い
は
く

。
我
故
郷

に
や

つ
く
わ
ん

と
云
有
。
ち

や

び

ん
と
云
物
よ
り
は
少
大
き
く
し
て
口
短
を
云
。
ち
や
び

ん
と
云

は
、
形

丸
ら
か
に
し
て
口
長
き
を
云
と
そ
。

禽

)

実
際
に
情
報
提
供
者
が
あ

っ
た

こ
と
が
知

ら
れ
る
。

2

・
8

【
九
州

]

1
と
し
て

「
九
州

・
九
国

・
筑
紫

」
が

あ
げ
ら
れ
る
。

「
筑

紫

」
を

こ
こ
に

い
れ
た
の
は
、
前

に
も
引
用

し
た
序

文
に

こ
れ

ら
の
国
を
境
ひ
て
西
の
か
た

つ
く
し
の
果
ま

て
人

み
な
直
音

に
し
て
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と
見
え
、

こ
の

「
つ
く

し
」
が
明
ら
か
に

九
州
を
表

し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

し
か
し
、
そ
う
た

と
す
る
と

「
九
州

」
と

「
筑
紫

」
は
ほ
ぼ
同
数

に
の
ぼ
る

の
だ
が

、
こ
れ
ら
の
関
係
が
問
題

と
な

る
。
九
州
以
外

の
地
域
に
お

い
て
は
、

各
地
域
の
ー
は
大
体

一
種
類

で
あ
る
か
、

ま
た
は
範
囲

の
や
や
違
う
も

の
に
な

っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち

、
関
東

ー
1
坂
東

(
一
例

)
、
関
西

・
畿
内

l
l
上
方

(
三
例

)
、
北
国
ー
ー
北
陸
道

(
約
半
数

)
、
中
国
ー
1
山
陰
道

・
山
陽
道

(
各

二
例

)
の
よ
う

で
あ
る
。
複
数

の
大
地
域
が
相

当
の
語
数
を
持
ち

つ
つ
併

存
す

る
の
は
、
奥
州

ー
1
陸
奥

(
略
称

の
関
係

)
、
閑
西

1
ー
畿
内

(
範
囲
に

差
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

〉
の
み
で
あ

っ
た

。
こ
れ
ら
か
ら
考

え
る
と
、
九
州

"

筑
紫

と
は
考

え
ら
れ
な
い
よ
う
だ

。

(捗

)

九
州
内
を
国
別
に
見

る
と
、
薩
摩

一
国
が
九
州
全
体

の
三
割
弱
を
占
め
、
W

に
も
多
く
を
あ
げ
る
肥
前
を
除

い
て
他
の

国
々
の
語
数
は
少
な

い
。
あ

る
い
は

、

南
の
薩
摩
に
対

し

(
漠
然

と
)
北
の
筑
紫

と
い
う
意
識
が
あ

っ
た
の
か
も
し
れ

な

い
。

(注
)

W
の
ほ
と
ん
ど
が
肥
前

で
あ
る
。

「
長
崎

・
唐
津

・
佐
賀

」
が
多
い
。
他
に

「
鍋
島
、
平
戸
、
島
原

」
が

あ
る
。

こ
れ

ら
は
す
べ
て
藩
を
表
す
語

の
よ
う

で

あ
る
。
同
じ
く
藩
名
の
W
が
多

い
東
北
に

お
い
て
は
、
そ
れ

の
前
に
ー
を
冠
す

る

(
こ
と
が
多

い
)
の
と
違

っ
て
、
前
に

11
国
名
を
冠
す
る
場
合
が
多

い
「

で
全
体

の
約

13

%

を
占
め

る
。

④
n
国
名
に
よ
る
表
示
が
全
体

で
最
も
多

い
が

、
特

に

「
北
陸
、
中
部

、
東
海

」

に
お

い
て
そ

の
比
率
が
高

い
。
そ
れ
以
外
は

、
関
東
が

(
江
戸
を
含
む
関
係

で
)
W
が
多
く
、

「
四
国
、
関
西

、
中
国
、
東

北
、
九
州

」
は
ー
の
比
率
が

高

い
。

遠
国
が
ー
、
関

東

・
北
陸

・
中
部

・
東
海
が
11
と

い
ち

傾
向
で
あ
る
。

⑤
国
別
に
見
る

と
、

「
上
総

」
が
非
常

に
多
く

、
他
に
東
西

の
境
界
地
帯

の
国

々
、
土
佐

・
薩

摩

・
肥
前
が

目
立

つ
。

⑥
W

の
多
い
の
は

、
東
北

・
関
東
の
他

、
越
後

・
信
濃

・
伊
勢

・
山
城

・
肥
前

で
あ
る
。
緩
者

は
⑤

と
関
係

す
る
。

一
}

3

[
東
国

・
西
国
]

一
応
2
の
分
類
で
は
I
に
入
れ
た
が
、
東
日
本

ー
ー
西
日
本
を
表
す
と
思
わ

れ
る

「
東
国

・
西
国
」
の
語
が
あ
る
。

あ
る
語
に
複
数
の
地
名
が
併
記
さ
れ
る
場
合
の
組
合
せ
を
表
示
す
る
。
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2

・
9

以
上
を
ま
と
め
る
と
、

①

1
大
地
域

の
表
示
方

は
、
各
地
域
毎

に
大
体

一
種
類
が

あ
る
。
例
外
と
し
て
、

東
北

(
O
奥
州

・
陸
奥

・
出
羽

)
、
関
西

(
O
関
西

・
畿
内

)
、
九
州

(
〇

九
州

・
筑
紫

)
が
あ

る
。
こ
れ
ら

は
、
地
域
全
体
を
表
す
地
名

(
O

)
と
そ

の
内
部

の
や
や
狭

い
範
囲
を
表
す
も

の
と
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
1
は
、
東
北
を
除

い
て
H
以
下
と
共
に

用
い
る
こ
と
が
な

い
。

③
関
西

・
関
東
で
全
体

の
四
割
強

に
の
ぼ
り

、
Ⅲ
江
戸

・
京
都

・
大
阪
の
三
都



こ
の
表

で
見

る
よ
う
に

「
東
国

」
は
東
日
本

の
国

々
と
は
併
記
さ
れ
な

い
。

「
西
国

」
は
中
国

・
四
国
と
だ
妙
併

記
の
例
が
あ

る
。

「
東
国

」
に

つ
い
て
は
、
大
体
東

国

"
東
日
本

と
考
え

て
よ

い
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
、

「
東
国

」
と
さ
れ
た
裡
言
に

つ
い
て
、
現
在

の
分
布
を
見
る
と
、
東
日

本
全
域
に
分
布
す
る
も
の
も
あ
る
が

、
関
東

・
中
部

・
東
海
を
中
心
と
し
て
分

布
し
て
い
る
も
の
が
多

い
。

「
東
国

」
と

い
う
記
載
に

つ
い
て
、
吾

山
の
情
報

の
中
心
と
な

っ
た
の
は
こ
れ
ら
の
地

域
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

「
西
国

」
に

つ
い
て
は
、
中
国

・
四
国
と
の
併
記

か
ら
見

る
と
、
西
日
本
の

う
ち
九
州
を
示
し

て
い
る
よ
う
に
見

え
る
が

、
や
は
り
中
国
以
西

の
西
日
本
を

表
し
た

も
の
と
考

え
ら
れ

る
。
①

「
西
国

」
の
偲
言

の
現
在

の
分
布
を
見

る
と
、

広
く
西
日
本
金
域
に
わ
た

る
場
合
が

か
な
り
あ

る
こ
と
。
②

そ
れ
ら
が
併
記
の

例
と
し
て
、
例
え
ば

「
播
麿
よ
り
西

国
」

「
関
西

・
西
国

」

「
畿
内

・
四
国

・

西
国

」
な
ど

の
よ
う

に
現
れ
て
い
る

こ
と
。
こ
れ
ら

の
点
か
ら

、

「
西
国

」
と

い
う
語

に

つ
い
て
は
、
か
な
り
ゆ
る

や
か
な
基
準

で
使
わ
れ
て
い
る
も
の
と
考

え

る
こ
と
が

で
き
る
。

注

土
佐

・
長
崎

・
薩
摩
に
つ
い
て
は
、
巻

一
人
倫

・
巻
四
衣
服
器
財

.
巻
五
言
語

の
話
彙
が
多
い
。

(
特
に
巻
五
が
注
目
さ
れ
る
。
)
『
物
類
称
呼
』
の
語
彙
に

つ
い
て
は
本
草
学
と
の
関
係
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
巻
二
.

三
に
つ
い
て
の
は
ず
で
あ
る
。
上
記
の
三
地
に
お
い
て
、
人
間
生
活
に
関
す
る

語
が
多
い
こ
と
は
、
大
き
な
特
色
と
言
っ
て
よ
い
。
書
物
に
よ
る
情
報
と
考
え

る
よ
り
も
、
対
話
を
通
し
て
得
た
も
の
が
多
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

1

筑
紫
女
学
園
短
期
大
学
助
教
授

ー
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4

全
体

を
ま
と
め
て
、

『
物
類
称
呼

』
に
お

け
る
僅
言
に
は
、

「
江
戸

・
京
都

・
大
阪

」
を
中
心
と
す

る
関
東

ー
ー
関
西

の
対
比

、
こ
れ
を
含
む
東

日
本

ー
1

西
日
本

の
対
比
、
そ
れ
に
付
随
し
て
両
者

の
境
界
地
帯

の
偲
言
を
示
す
と
い
う

方
向
と
、
遠
隔
地

の
裡
言
を
示
す
方

向
と
が
認
め
ら
れ
る
。


